
使用前にインストラクションと警告をよく読んでください。

電動ポンプ エコノミー
 プリサイス (B312N)

取扱説明書
Item No. :B312N

小ノズル

持ち手
電源スイッチ

メモリ―機能 ショートカットキー

手動スイッチ
ディスプレイ

数量/時間 設定ボタン
ファンクションボタン

増減ボタン

大ノズル
タイマー表示
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本体および付属品

最初に全ての部品がそろっているかご確認ください。

1. 重要

・電源アダプターの電圧はAC110-120V/220-240Vです。

・本品は子ども用玩具ではありません。お子様の手の届かない
　場所に保管してください。
・排気口をふさがず、常に通気された状態を維持してください。

2. 機能

・持ち運びの際は、専用バッグに入れるか本体上部のハンドルを
　持って運んでください。

・バルーンのサイズに合わせてノズルを変えてください。

3. 操作

・はじめに箱を開け、内容品がそろっているか確認してください。

・この空気ポンプはバルーン用です。他の用途に使用しないで
　ください。また、2時間を超える連続使用はモーターをオーバー
　ヒートさせ、破損の原因となります。

・タッチ式スイッチおよびフットペダルの2種類のスタート方法が
　あります。またデジタル表示のタイマーとカウンターがあります。

・数量設定範囲：1～999個。タイマー設定範囲0.1～9.9秒です。

・どんな種類のラテックスのラウンドバルーンにも使えます。

・バルーンのサイズに合わせて時間設定をしてください。
　ふくらませたあとのバルーンは同じサイズになります。
・ショートカットキーにふくらませる時間を記憶させることができます。

・破損防止のため使用しないときは専用バッグに収納してください。

・フットペダルを本体に挿し込み、しっかり回して締めてください。
　次に電源コードの片側を本体に挿し、反対側をコンセントに
　挿してください。

電動ポンプ エコノミー プリサイス (B312N)本体・・・１台
フットペダルスイッチ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1個
取扱説明書（当書）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1枚
ノズル・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2個
ツールバッグ（ナイロン製の黒いバッグ）・・・・・・・・・1点

-2-



・フットペダルとタッチ式スイッチの2種類の方法で注入を開始できます。
（お好みで選んでください。）

・時間設定：TIMEのディスプレイ下の＋－を押すとそれぞれ0.1秒ずつ
　時間が増減します。　バルーンのサイズに合わせて時間を設定して
　ください。最短0.1秒からです。

A：複数のバルーンを同じサイズにふくらませる場合：

B：左右のノズルでバルーンを違うサイズにふくらませる場合：

左側のタイマーボタンを調節してください。

まず左側のタイマーボタンを調節して左ノズルの時間を
セットしてください。次にZEROボタンを押してから右のボタンを
調節し、右ノズルの時間をセットしてください。

・個数設定:QTY/TIMEのディスプレイの下の＋－でバルーンを1個
　ずつ増減します。ZEROボタンを長押しすると、バルーンの個数を
　リセットします。

・必要に応じて適切な時間と個数をセットしてください。
　ZEROボタンを短く押すと、右ノズルの時間を調節し、長押しすると
　個数をリセットします。

・電源を入れると二つのディスプレイが光ります。はじめに数字の
　「０」が表示されます。バルーンのサイズに合った時間を設定して
　ください。操作開始と同時にカウンターが動き出します。
　ナンバーディスプレイはふくらませたバルーンの個数を表示します。

・メモリ―機能　ショートカット・キー：   K1   -   K5
例：まず   K1   を押し、＋を押して時間設定をします。次に   K1   を
　　 3秒長押しするとスクリーンの数字が点滅します。それで　K1　の
　　 設定が完了です。
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4. 警告
・電源コードが破損した場合、使用を中止してください。そして
　販売店か専門の技術者にご相談ください。

・湿気や水分のある場所での保管や使用はしないでください。

・規定を超える電圧で使わないでください。

・使用しないときや製品のそばを離れるときは、電源を切り、
　電源プラグをコンセントから抜いてください。

・ポンプは定期的にメンテナンスし、6カ月に１度は電源を入れ
　るか使用をしてください。

・使用中はポンプに不純物を吸い込ませないようにしてください。

・ポンプが故障したら使用をやめ、販売店に連絡してください。

・使用中はのぞき込んだり目に向けたりしないでください。
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